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の米育ち　平田牧場　三元豚」。ひき肉や切り落としも含め
てバランス良く利用することが、豚はもちろん、お米の生産
にもつながります。
＊一頭買い：頭・内臓・皮を除いた枝肉すべてを利用すること

生活クラブと㈱平田牧場は提携を始めた当初より、大切に育て
られた豚を余すことなく利用できるよう「一頭買い *」を基本
とした取組みをしてきました。丸ごと食べきる工夫として、ブロ
ック肉などの製造時に出る端肉をひき肉や切り落としに利用し
ています。1頭当たり約 83kg の飼料用米を食べて育つ「日本

豚肉をおいしく食べて
自給率アップ

「生活クラブだから安心」と思ってしまうことはありませんか？でも「生活クラブ」って誰？
その方向性はどうやって決めているの？
決めるのも実行するのも、実は一人ひとりの組合員。安心な食や環境、福祉、地域づくりなど、
将来にわたって豊かな暮らしをつくるため、みんなで出資し利用し運営しています。
7月より隔月で、4つのブロック単協で活動をしている組合員をご紹介します！今回は
ブロック単協の組合員活動の基礎である、生活クラブの組織運営について確認します。

生活クラブはどのように運営されているの？
多摩きた生活クラブ

23区南
生活クラブ

北東京生活クラブ

多摩南生活クラブ

当初、東京全域を対象に「生活クラブ東京」を設立し、運営を
行ってきました。その後、規模が大きくなっても組合員一人ひと
りの声を運営に反映するため、4つのブロック単協（23 区南生
活クラブ、北東京生活クラブ、多摩きた生活クラブ、多摩南生
活クラブ）を設立し、福祉や環境など地域に根差した課題に向
き合っています。現在生活クラブ東京は、ブロック単協の連合
体として組織を運営しています。

一人ひとりの組合員は生活クラブの基礎組織である「まち」に所属
しています。「まち」では、ブロック単協や東京と連携する活動のほ
か、自分たちの暮らしと地域を豊かにする独自の構想をもっており、
それらの実現のための活動方針と事業計画を年に1回のまち大会・
まち総会で決定します。組合員は「まち」の運営を通して、組合員
主権を行使します。
東京には 54 の「まち」があり、自発的な運営が行われています。
その連合体が、ブロック単協や生活クラブ東京です。
生活クラブの組織（まち、ブロック単協、東京）では、異なる意見
をもつ組合員同士が徹底的に話し合い、合意点をつくってきました。
それをもとに生産者との対話や交流、社会への意見表明など、事業
と活動を行っています。

生活クラブ生協の組織

東京総代会で決定した各分野の方針を実行する機関
として、政策委員会やプロジェクト・研究会を設置し
ています。2023 年度は 6つの専門委員会（「食と農」
政策委員会、地域福祉政策委員会、環境政策委員会、
広報政策委員会、デポー政策委員会、農あるまちづ
くり委員会）を設置しています。委員会は、ブロッ
ク単協からの代表と東京の担当理事・事務局で主に
構成され、委員会で決定したことは、メンバーを通
じてブロック単協の活動に反映しています。

まちや地域、ブロック単協の企画や活動の
詳細はまち広報紙やブロック単協機関紙、
デポーの掲示などでお知らせしています。

メールマガジンでも情報を発信して   
いますので、ぜひご登録ください。

▲メルマガの詳細・
　申込みはこちら

「私」の思いを地域にひろげるには？

生活クラブ東京の組織

「日本の米育ち 三元豚」のおいしさの理由はこちら （生活クラブ連合会WEBサイト）▲

東京の 4つのブロック単協


